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ついに...ゲストハウスAD9開業！
６月1日に開業！学生が運営する古民家ゲストハウス

2 0 2 4 . 0 6 . 0 1  今度は学生の手でその歴史を動かす。

150年の想いを紡ぐ、
学生が手がけるゲストハウス。

　 ゲ ス ト の 想 い も 古 民 家 に 織 り 込
ん で い く ゲ ス ト ハ ウ ス を 目 指 し て
お り 、 ゲ ス ト ハ ウ ス に 訪 れ た ゲ ス
ト の 方 に 前 原 の 魅 力 を 伝 え て い き
ま す ！

加藤千穂（かとうちほ）。2004年12月13日、徳島
生まれ、現在は、ENGAWA Projectのゲストハウ
スAD9プロジェクトのリーダーを務め、運営に携
わる。焼き鳥へのこだわり強め。
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1 5 0 年、ひとの想いと共に過ごしてきた古民家。江戸時代に作
られ、大正時代にリフォームされ  少しづつ変わりながらも大切
に守られてきた。  元号は令和に変わり、学生である私たちと古
民家は出会う。 2 年の歳月をかけ様々な学生がそれぞれの想いを
かけてその D I Y に取り組んできた。

エーディーナイン

総勢 1 0 0 名以上が改装に携わった
建物は、プロの方が作るより時
間をかけて様々な想いが詰まっ
ています！現在は日本文化を楽
しみたい外国人の方が多く訪れ
てくれる空間となっております ｡
今後、流しそうめん会など、地
域の方とのイベントを企画した
いです！！

　 糸 島 市 篠 原 地 区 に 位 置 す る ゲ ス
ト ハ ウ ス は 農 地 に 囲 ま れ 、 都 会 の
喧 騒 か ら 離 れ た ゆ っ く り と し た 時
間 を お 過 ご し い た だ け ま す 。 さ ら
に 、 こ の 場 所 は シ ェ ア ハ ウ ス と し
て 住 人 で あ る 2 人 の 学 生 が 住 ん で
お り ま す ｡
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開催前日は議論が白熱して
早朝まで会議が続いたそう... !

そんな準備のおかげで次回開催の
リクエストも沢山いただけました！

次のマエバルウォークにも
乞うご期待!?!?

-ENGAWAの日常-
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マエバルウォーク大盛況！
今春の激アツ飲み歩きイベント！

うらばなし
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ENGAWA Projectが引き継いで初めての開催だったマエバルウォーク。
5/15、16の2日開催で8店舗にご出店、総勢116名の方にご参加いただきまし
た！ENGAWA史上初の大規模イベントの運営で、1からルールや仕組みを整
えるのはとても大変でした。しかし運営メンバーの奮闘のおかげもあり、当
日はお客さんにも店舗さんにも参加して良かったという声を多くいただけた
り、イベント前後に前原の町や大学内でマエバルウォークの話をちらほら耳
にしたりと嬉しい反応をたくさんいただけました！呑んで食べて話して笑っ
て、新たな出会いもたくさん生まれた大成功のマエバルウォークでした！

column file10

センベロ夏祭り

田植え新歓ケバブ会

会議@TD9
初参加のセンベロ夏祭り。
雨天に見舞われましたが、
楽しくあっという間の２日間でした。

新入生を交えてケバブ会。
一から作ったケバブは絶品です。
新メンバーの活躍には期待大！

この日はTD9に集まって会議。
会議で頭を使った後は、
みんなでごはんです♪

お借りしている古民家、AD9の
大家さんのお手伝い。
真夏の田植えは体力勝負です。



ENGAWA Project
from iTOP, Kyushu Univ.

九州大学公認地域活性化団体iTOPで活動している
プロジェクトのひとつ。「筑前前原を学生街に」を
使命に、シェアハウスやイベントスペース、学生
居酒屋の運営を行っている。

「今後の活動がたのしみ！」
と思ったらフォロー

@ENGAWAproject.maebaru@engawa_project

あなたとつながる、縁側系広報誌。

縁側は古くから、外の空間と部屋との間にある曖昧な空間として日本家屋独自の

意匠となっています。ご近所さんを出迎え話し込んだり、天気のよい日に

日なたぼっこをしたりと、気軽な交流や憩いの場として親しまれています。

そのようななにかを大学生として作りたい—。

それはありふれた建物としての縁側でも、型にはまったSNSでもなく、

手紙のような手渡しされる広報誌なのではないかと考えました。

これはみなさまに見守っていただきたい、私たちのちょっとした挑戦です。
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